
活動内容と成果
【活動内容】
●�「環境に配慮している職種」を静岡まちのお仕事図
鑑「コドモンデ」に取り上げ、そこに登場した講師
と学校をビデオ通話でつなぐ小・中学校向けの環
境キャリア授業の開発を行う
●�開発した授業を学校の教員が手軽に実施できるよ
うパッケージ化し、全国の学校へ募集・実施を行
う。その後、効果を検証し、教材の有効性を明らか
にする

【成果】
●�ドローンパイロットを講師として教材を作成し、授
業パッケージマニュアルをホームページに掲載した
●�静岡県内小学校5校にてビデオ通話授業を実施した

活動内容と成果
国際協力の関係者・関心層が集い、持続可能な開発
目標（SDGs）に含まれる、気候変動や生物多様性、貧
困問題など国内外の重要テーマについて議論、学習
し、連携強化の場となる「国際協力フォーラム」を継
続的に開催するための基盤を作る。日本最大の国際
協力会議として2030年まで年1回開催することを目
指し、セクターを超えた連携協力を得て、持続可能な
会議開催の体制を構築する。2018年度のプレフォー
ラム、2019年度の第1回HAPICと着実に実績を積み
上げており、多様な参加者による連携が生まれつつ
ある。

課　題
●�講師が学校へ訪問する「出張授業」では、実施でき
る地域や規模が限定されてしまうこと
●�「環境保全」=「自然を守る仕事（第一次産業の仕
事）に直結してしまうこと

目　標
●�学校の教員が気軽に実施できるキャリアパッケー
ジが完成すること
●�授業を受けた小中学生が多様な環境の仕事への理
解・仕事への興味が深まること

課　題
SDGs達成に向けた課題や国際環境協力を取り巻く
国内外の状況と変化への対応について、多様な関係
者が一堂に会して議論・学習・連携する定期的な機
会が存在しない。

目　標
環境保全や国際協力に関わる多様な関係者が一堂に
会し、重要・最新テーマに関する議論・学習・連携を
通して、SDGs達成に向けた活動が創出・展開されて
いる。

（特非）　まちなびや

（特非）　国際協力NGOセンター

全国の先生が手軽にできる！
環境の仕事のイメージが広がる！
「環境キャリア授業パッケージ」の開発と普及

国際協力フォーラム開催

ビデオ通話を通して講師に発表をする様子

HAPICキーノートセッションの様子

仕事現場よりビデオ通話を行う
講師の様子

ブレイクアウトセッションの様子

コドモンデの発行 2 回

参加者数 314 人

ビデオ通話授業の実施 5 校

NGO以外の参加者
割合 50 ％

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 50 ％

目標達成度 60 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
教員が機材を活用するスケジュール
に合わせて発送のスケジューリング
を行うこと。

■工夫した点
学校の教員が手軽にビデオ通話がで
きるよう、マニュアルに加え授業進
行の台本を作成したこと。

■苦労した点
国際協力NGOだけでなく、環境NGO
や政府・企業・労働組合・研究者な
ど多様な関係者に関心を持ってもら
えるプログラム作り。

■工夫した点
ランチタイムのセッションや、コー
ヒーブレイク・ブース出展を設ける
ことで、参加者同士の交流を促した。

2019年度は静岡県内5校での実施となり、昨年度より実施数を増やすことができ
た。今後、協力企業との授業の継続を目指すとともに、新しい職種と環境保全のつ
ながりを伝える授業を開発していきたい。

本フォーラムの実績を重ね環境分野で国際協力に取り組む関係者、関心層が集い
学ぶ重要な場として位置付けられることで、国内外のネットワークを拡充し、社会
環境の変化に対応した活動を展開したい。
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